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ここでピッチ角 θ ≠0 の場合にロール角 φを与えると，迎角αだけでなく横滑り角βも生ずる．
その換算は(1)式および(2)式で表される. 
𝛼 = tan−1 (
cos 𝜑 sin 𝜃
cos 𝜃



















𝐶𝑛,𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 = 𝐶𝑛𝛽𝛽 + 𝐶𝑛𝑝?̂? + 𝜀2 (4) 
𝐶𝑦,𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 = 𝐶𝑦𝛽𝛽 + 𝐶𝑦𝑝?̂? + 𝜀3 (5) 
𝑦1 = 𝐶𝑙𝛽𝛽 + 𝐶𝑙𝑝1?̂? + ε (6) 










M2011Nose-C および Nose-A 形態について，無次元ロール角速度と空力微係数の関係を図５～
１２に示す．各グラフ内の実線は Nose-C 形状，破線は Nose-A形状に関する計測値であり，各条
件における 3回の計測から求められる標準偏差をエラーバーで示している．また比較対象として
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図５ 𝐶𝑙𝛽 vs ?̂? 図６ 𝐶𝑛𝛽 vs ?̂? 図７ 𝐶𝑙𝑝 vs ?̂? 
   
図８ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂? 図９ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂?，𝜃 = 0[deg] 図１０ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂?，𝜃 = 5[deg] 
  
図１１ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂?，𝜃 = 10[deg] 図１２ 𝐶𝑛𝑝 vs ?̂?，𝜃 = 20[deg] 
